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提出作品を含めた申請者の作品においては、このような「身体の聲」が切り捨てられることへの危機感と、
いわゆる絵画＝視覚というカテゴリーからはみ出したテクスチャーへの偏愛とが結びついた手法、素材や作
品形態が多用される。例えば、紙の地肌を多く残した画面構成、墨流し（マーブリング）の技法の使用、岩
絵具の粒子の粗密を意識した描写など、申請者独自ともいえる日本画素材や表現への解釈と使用があげられ
る。また、エゴン・シーレからの影響を感じさせるが、トルソ的に人体の一部を明示しない描写方法、中性
的な人物表現なども付け加えられよう。また、これらの表現上の手法は、屏風や巻物など四角い絵画平面で
はない作品形態や空間を構成し提示する方法とあいまって、観者の感覚に全体的に訴えかけるものとして提
示される。このように作品において申請者は、観者の「身体の聲」に呼びかける全感覚的絵画表現と展示方
法により、作者と観者の「身体の聲」との交流を図ろうとしているように思われる。 
以上のように、論文、作品ともに申請者の表現への思いは強い。それゆえ思いのなかにはうまく絵画化・
言葉化、特に論述とそぐわない部分も多く、結果として物足りない部分も散見する。しかし、思いが強い分
だけに、それらのもつ全体的な説得力は強い。そのような点から審査会において、審査員全員が学位に十分
であると評価、判断し、合格とした。 
 
